
を
起
し
或
は
柔
道
撃
剃
庭
球
弓
術
に
或
は
遠
足
旅
行
に
或
は
書
を
讀
み
文
を

講
す
る
事
に
依
て
或
は
名
士
に
盆
を
請
ふ
事
に
依
て
常
に
親
睦
融
會
す
る
の

機
會
を
造
り
つ

4
あ
り
。
校
友
會
は
之
を
以
て
猶
足
れ
り
と
せ
す
雑
誌
を
登

行
し
其
の
事
項
を
記
録
し
て
同
人
の
間
に
頒
て
り
。
是
れ
親
睦
融
會
の
楽
み

を
永
遠
に
す
る
の
方
便
な
り
。
今
や
春
秋
二
回
の
装
刊
を
改
め
て
月
列
と
す

る
の
目
論
見
を
立
て
た
る
は
禰
其
効
能
を
大
に
し
て
校
友
會
の
宜
績
を
畢
け

ん
と
欲
す
る
に
外
な
ら
ず
。
而
し
て
立
派
に
見
ゆ
る
目
論
見
は
兎
角
龍
頭
蛇

尾
に
傾
き
易
し
是
に
於
て
月
報
の
永
績
の
為
に
ニ
―-E
せ
ざ
る
を
得
す
。

0

0

0

 

0
 

月
報
掲
載
の
事
項
は
種
々
雑
多
な
り
。
學
校
記
事
即
ち
数
務
庶
務
の
雑
事
職

員
の
動
静
は
巨
細
洩
れ
な
く
報
道
せ
ん
と
欲
す
。
以
て
日
誌
と
も
見
る
へ
<

0

0

0

 

0
 

0
 

年
月
を
経
て
は
詳
密
の
歴
史
と
し
て
残
る
べ
し
。

美
術
界
梨
報

是
れ
亦
我

が
同
人
か
将
来
筋
翔
せ
ん
と
す
る
舞
豪
の
記
事
最
も
詳
密
を
要
す
。
海
外
美

術
界
縮
報
今
や
内
外
の
美
術
相
影
響
す
る
の
事
貫
あ
り
最
も
迅
速
に
海
外
の

出
来
事
を
知
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人
後
に
堕
る
の
謗
あ
る
べ

し
。
新
刊
美
術
書

學
問
の
修
養
を
勉
め
す
し
て
技
巧
の
末
に
の
み
嗣
縦
す
る
は
職
工
の
事
な

り
。
我
が
同
人
皆
美
術
家
を
以
て
任
ず
る
も
の
詔
書
を
以
て
日
課
の
半
を
費

0

0

 

0
 

さ
ゞ
る
可
か
ら
ず
月
報
は
此
項
に
於
て
力
を
致
さ
ん
事
を
期
す
。
数
室
雑

俎
に
於
て
は
数
室
の
瑣
事
逸
聞
を
拾
牧
せ
ん
と
す

事
繁
瑣
逸
興
に
渉
る
ほ

と
其
の
味
津
々
た
る
も
の
あ
る
べ
し
。
将
来
大
美
術
家
此
中
よ
り
輩
出
す
る

も
の
あ
ら
ば
後
世
の
史
家
必
ず
赦
室
雑
俎
中
よ
り
多
く
の
史
料
を
拾
ふ
事
な

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

る
べ
し
。
卒
業
生
の
動
静
は
在
校
學
生
の
最
も
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
な
る
べ

し
。
凡
そ
世
の
中
に
事
業
を
成
さ
ん
と
す
る
者
は
孤
立
に
て
は
甲
斐
な
き
事

後
進
は
先
輩
の
推
晩
に
依
て
其
の
志
を
逹
す
べ
く
先
輩
は
後
進
の
扶

な
り

の
内
容
を
知
り
て
之
を
取
捨
す
る
は
修
挫
上
に
鋏
く
可
か
ら
ざ
る
事
な
り
。

披
に
依
て
其
の
大
を
成
す
べ
し
。
而
し
て
か
く
の
如
き
閥
係
は
互
に
相
知
る

に
因
縁
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
是
に
於
て
卒
業
生
諸
子
に
望
む
に
月
報
に
依
て

故
郷
の
現
状
を
知
り
如
何
な
る
後
搬
者
の
其
の
中
に
活
動
せ
る
か
を
知
悉
せ

ら
れ
ん
事
を
以
て
せ
ざ
る
を
得
ず
。
以
上
は
重
な
る
事
項
な
り
美
術
界
の

活
動
盆
旺
な
る
に
随
て
掲
載
す
べ
き
事
も
盆
増
加
す
べ
し
、
月
報
は
績
て
面

白
き
と
有
盆
な
る
と
に
依
て
其
効
果
を
盆
す
べ
く
又
以
て
其
の
永
績
を
保
障

し
得
べ
し
。
而
し
て
月
報
を
誼
て
面
白
く
且
有
盆
な
ら
し
む
る
は
何
人
の
負

ふ
べ
き
責
任
な
る
か
。
校
友
會
同
人
共
同
の
責
任
な
り
。
即
ち
證
者
は
や
が

て
記
者
な
る
か
故
に
諮
て
面
白
く
且
有
盆
な
ら
ん
こ
と
を
欲
せ
ば
各
自
に
面

白
く
有
盆
な
る
資
料
を
供
給
す
べ
し
是
れ
即
ち
繁
榮
の
途
な
り
永
績
の

正
木
が
「
年
月
を
鰹
て
は
詳
密
の
歴
史
と
し
て
残
る
べ
し
。
」
と
記
し
て
い

る
よ
う
に
、
本
誌
は
今
日
掛
替
え
の
な
い
東
京
美
術
学
校
記
録
資
料
と
し
て
の

価
値
を
も
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
編
集
、
発
行
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た

の
は
屋
代
蚊
三
（
明
治
二
年
1
大
正
九
年
）
で
、
彼
は
明
治
二
十
三
年
に
本
校
写

字
生
と
な
り
、
同
三
十
一
年
に
書
記
と
な
り
、
本
年
五
月
に
至
っ
て
本
誌
編
集

主
任
を
嘱
託
さ
れ
、
以
後
大
正
五
年
十
二
月
ま
で
は
本
校
庶
務
掛
、
教
務
掛
等

を
勤
め
な
が
ら
本
誌
発
行
に
力
を
注
い
だ
。
ほ
か
に
日
置
流
竹
林
派
本
多
利
実

の
允
可
を
受
け
て
本
校
の
弓
術
指
南
を
つ
と
め
、
ま
た
、
文
展
、
帝
展
の
書
記

を
も
っ
と
め
て
い
る
。

⑦

『

美
術
新
報
』
創
刊
と
岩
村
透

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
年
の
三
月
に
は
『
美
術
新

報
』
が
創
刊
さ
れ
、
最
有
力
美
術
雑
誌
と
な

っ
た
。
岩
村
透
は
同
誌
の
発
行
に

策
な
り
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最
も
尽
力
し
た
一
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
森
田
亀
之
助
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

明
治
＿
―
-
十
五
年
、
中
央
新
聞
の
美
術
記
者
を
し
て
ゐ
た
小
原
大
衛
は
、
聾

報
社
と
岩
村
透
男
に
相
談
し
、
先
の
「
美
術
評
論
」
〔
画
報
社
よ
り
明
治
―
―
―

十
年
十
一
月
第
一
号
か
ら
同
三
十
三
年
三
月
第
二
十
五
号
ま
で
発
行
。
大
村

西
崖
が
久
米
桂
一
郎

・
森
鵡
外

・
岩
村
透
ら
の
協
力
を
得
て
編
集
し
た
が
、

第
二
十
一
号
以
降
は
吉
岡
芳
陵
が
編
集
。
l
|
＇
編
者
註
〕
の
後
身
と
し
て

、

廉
債
な
美
術
新
誌
稜
兌
を
計
壷
、
そ
れ
が
「
美
術
新
報
」
と
な
っ
て
賀
現
し

た
。
四
十
三
年
に
至
り
、
坂
井
犀
水
が
小
原
に
代
つ
て
編
輯
を
引
き
受
け
、

岩
村
男
を
顧
問
と
し
て
、
内
容
外
観
共
に
面
目
を
一
新
し
た
。
そ
れ
迄
も
、

廉
債
の
為
か
詔
者
は
逐
次
増
加
し
つ

4
あ
っ
た
が
、
面
目
一
新
後
は
営
時
美

術
界
興
隆
の
氣
運
も
手
偉
つ
て
、
定
債
は
高
く
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
誌
運

頓
に
隆
盛
と
な
り
、

一
般
向
美
術
雑
誌
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
と
な
っ
た
。

明
治
四
十
三
年
、
坂
井
犀
水
が
編
輯
者
と
な
っ
た
と
き
か
ら
私
も
岩
村
男

の
命
で
、
東
京
美
術
學
校
勤
務
の
傍
ら
で
は
あ
る
が
、

「
美
術
新
報
」
と
密

接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
4

な
っ
た
。
美
術
評
論
界
と
全
面
的
に
接
燭
す
る
や

う
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
以
来
で
あ
る
。

岩
村
男
は
多
分
に
政
治
的
な
叉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
チ
ッ
ク
な
素
質
を
持
つ

、

文
字
通
り
謂
ゆ
る
評
論
家
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
特
色
を
最
も
よ
く
狽
揮
し

た
の
は
「
美
術
新
報
」
と
、
其
の
後
に
出
た
「
美
術
週
報
」
〔
大
正
二
年
十

月
十
二
日
創
刊
〕
に
於
て
ゞ
あ
る
。
自
か
ら
署
名
し
て
書
か
れ
た
論
稿
も
澤

山
あ
る
が
、
其
他
そ
れ
人
＼
の
「
時
言
」
欄
な
ど
も
執
筆
者
は
他
人
で
あ
っ

て
も
意
見
は
大
整
同
男
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

坂
井
犀
水
は
内
村
鑑
一
二
等
と
志
を
同
く
し
、
社
會
事
業
に
従
事
し
て
居
つ

た
が
、
美
術
趣
味
深
く
、

「
美
術
新
報
」
以
前
既
に
、

「
美
術
霊
報
」
の
編

輯
者
で
あ
り
、
「
甕
聖
ラ
フ
ア
ニ
ル
」
の
著
者
で
あ
っ
た
。
「
美
術
新
報
」

編
輯
主
任
と
し
て
の
彼
れ
の
活
躍
は
宜
に
目
醒
し
く
、
或
る
場
合
に
は
悲
壮

で
さ
へ
あ
っ
た
。
美
術
評
論
界
全
般
か
ら
考
へ
て
も
、
優
れ
た
功
努
者
で
あ

り
、
私
に
と
り
て
は
恩
人
で
あ
る
。

〔洗
〕

其
他
、
営
時
の
同
人
と
し
て
は
清
見
陸
郎
、
梢
違
れ
て
浦
仙
田
邊
孝
次

〔
田
辺
は
岩
村
透
の
す
す
め
で
同
誌
編
輯
助
手
に
な
っ
た
と
自
著
『
美
術
随

筆

・
巴
里
か
ら
葛
飾
へ
』
の
中
で
書
い
て
い
る
。
ー
ー
＇
編

者
註
〕
が
加
は
つ

た
。
消
見
は
語
學
力
、
文
學
的
才
能
、
藝
術
的
感
登
に
於
て
既
に
優
秀
で
あ

っ
た
の
だ
が
、
営
時
彼
れ
の
若
さ
と
猾
介
潔
癖
の
性
質
は
、
岩
村
男
の
例
の

持
病
ー
—
罪
は
な
い
が
皮
肉
な
喜
舌
に
不
快
を
感
じ

、

長
く
、
美
術
評
論
界

に
遠
ざ
か
っ
た
の
は
遣
憾
で
あ
っ
た
。
然
し
結
局
、
岩
村
男
の
最
も
よ
き
評

僻
者
を
見
出
し
た
こ
と
は
〔
清
見
は
昭
和
十
二
年
に
聖
文
閣
よ
り
『
岩
村
透

と
近
代
美
術
』
を
出
版
。
ー
|
'
編
者
註
〕
奇
し
き
因
縁
で
は
あ
る
。

（
「
明
治
末
よ
り
大
正
初
期
の
美
術
評
論
家
」
森
田
亀
之
助
。
『
日
本
美
術
』
第
二
巻
第

四
号
明
治
美
術
研
究
号
。
昭
和
十
八
年
四
月
）

な
お
附
記
す
れ
ば
、
森
田
亀
之
助
は
こ
れ
に
次
い
で
執
筆
者
の
変
遷
と
同
誌

に
お
け
る
ョ
ー
ロ
ッ

パ
の
新
美
術
運
動
の
反
映
に
つ
い
て
述
ぺ
て
い
る
。

⑧

美
術
局
設
置
運
動
の
復
活

（帝
国
教
育
会
の
美
術
局
設
置
建
言）

一
般
に
正
木
直
彦
は
天
才
型
の
岡
倉
覚
三
と
対
比
し
て
「
有
能
な
官
僚
」
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
三
十
一
年
間
に
も
亙
っ
て
東
京
美
術
学
校
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